
　

平
家
の
家
人
の
経
歴
は
、
事
典
・
研
究
書
の
中
で
、
既
に
考
察
が
成
さ
れ
る
が
、
そ

の
諸
書
に
漏
れ
る
史
料
か
ら
、
些
か
事
績
を
補
な
ふ
も
の
で
あ
る
。

一
、
平
重
康

　

国
宝
厳
島
納
経
は
平
家
が
繁
栄
を
期
し
、「
門
人
家
僕
都
廬
三
十
二
人
、
各
」（「
清

盛
願
文
」）（
１
）
分
担
し
て
写
経
奉
納
し
た
と
あ
る
が
、
署
名
が
あ
る
の
は
家
人
の
三
人

で
、
そ
の
成
立
に
疑
問
が
な
さ
れ
る
（
２
）。
そ
の
署
名
は
、

　
　

左
衛
門
少
尉
平
盛
国
（
分
別
功
徳
品
）　　

　
　

左
衛
門
少
尉
平
盛
信
（
薬
王
品
）　　

と
、

　
　

長
寛
二
年
六
月
二
日

　
　
　

右
兵
衛
尉
平
朝
臣
重
康
（
厳
王
品
）

で
、
前
二
者
は
古
記
録
、
ま
た
軍
記
物
語
よ
り
平
家
の
郎
等
で
あ
る
事
が
分
か
る
が
、

重
康
に
つ
い
て
は
平
家
一
門
に
は
見
え
ず
、
官
職
か
ら
も
「
家
僕
」
で
あ
つ
た
事
に
成

る
。
先
の
『
平
家
納
経
図
録
』
は
重
康
に
つ
い
て
、『
兵
範
記
』
仁
安
三
年
五
月
十
三

日
条
の
除
目
叙
位
に
、

　
　

豊
前
守
平
重
康　
（
中
略
）
叙
位　

従
五
位
下
平
重
康
（
３
）

と
見
え
る
人
物
に
充
て
る
が
、
小
松
茂
美
氏
は
『
後
白
河
院
北
面
歴
名
』（
以
下
、『
歴

名
』）
の
「
左
衛
門
尉
」
に
挙
げ
ら
れ
る
「
平
重
康
」
の
存
在
を
指
摘
し
た
。
同
人
が
『
歴

名
』
で
は
六
位
相
当
の
左
衛
門
尉
に
挙
げ
ら
れ
、
そ
の
旨
注
記
が
無
い
事
を
理
由
と
し

て
、
納
経
の
重
康
を
『
兵
範
記
』
の
五
位
の
豊
前
守
重
康
に
充
て
る
事
に
は
無
理
が
あ

る
と
し
て
、『
歴
名
』
の
左
衛
門
尉
重
康
を
、
納
経
の
重
康
の
後
身
と
し
た
（
４
）
。

　

そ
の
後
同
氏
は
、
納
経
の
重
康
が
昇
進
し
、
豊
前
守
重
康
と
な
り
、

「
後
白
河
院
北
面
歴
名
」（
一
巻
・
鎌
倉
初
期
写
・
個
人
蔵
）
の
中
に
「
左
衛
門
尉

平
重
康
」
の
名
が
見
え
る
と
こ
ろ
か
ら
、
後
年
、
立
身
の
上
、
左
衛
門
尉
に
転
じ

後
白
河
法
皇
の
院
御
所
北
面
武
士
と
し
て
法
皇
近
臣
の
一
人
で
あ
っ
た
こ
と
が

明
ら
か
で
あ
る
。（
５
）

と
し
て
、『
兵
範
記
』
の
豊
前
守
重
康
が
、
後
に
左
衛
門
尉
に
転
じ
た
と
す
る
。

　

し
か
し
豊
前
守
よ
り
左
衛
門
尉
に
降
任
す
る
事
は
無
い
。
端
的
に
陽
明
文
庫
蔵
『
除

目
旧
例
』「
侍
雖
無
成
功
任
受
領
例
」（
紙
焼
写
真
）
に
、

　
　

平
重
康　
同
家
人

　
　
　

同（
仁
安
）三
年
五
月
十
三
日
任
豊
前
守　
元
右
衛
門
尉

と
あ
り
、「
同
家
人
」
は
前
項
か
ら
「
六
波
羅
入
道
太
政
大
臣
家
人
」
の
意
で
あ
る
か

ら
、
納
経
の
重
康
と
同
一
人
と
し
て
良
い
だ
ら
う
。
官
途
は
右
兵
衛
尉
、
右
衛
門
尉
、

豊
前
守
と
解
す
る
事
が
出
来
る
。
左
右
は
屡
々
紛
れ
る
と
し
て
も
、
こ
れ
を
『
歴
名
』

の
左
衛
門
尉
重
康
と
同
一
人
と
す
る
と
、
極
官
の
豊
前
守
の
記
載
が
無
い
事
も
不
審
で

あ
る
。『
歴
名
』
の
成
立
時
期
は
暫
く
措
く
と
し
て
、『
歴
名
』
の
重
康
は
、
豊
前
守
重

康
と
異
な
る
後
の
世
代
の
人
で
あ
る
と
考
へ
ら
れ
る
。

　

目
下
、
豊
前
守
重
康
の
他
の
経
歴
・
係
累
も
不
明
だ
が
（
６
）、
早
い
時
期
に
受
領
と
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な
る
事
か
ら
す
る
と
、
平
家
内
で
有
力
な
家
人
で
あ
つ
た
事
に
な
る
。

二
、
平
内
兵
衛
尉
清
家

　
『
平
家
』
で
は
、
一
の
谷
合
戦
の
前
哨
戦
と
さ
れ
る
三
草
山
の
平
家
軍
の
将
と
し
て
、

三
草
山
ノ
西
ノ
山
口
ヲ
大
将
軍
ハ
新
三
位
中
将
資
盛
・
同
少
将
有
盛
・
備
中
守
師
盛
、

侍
ニ
ハ
平
内
兵
衛
〔
〕
清
家
・
江
見
太
郎
清
平
（
延
慶
本
五
本
「
源
氏
三
草
山
并

一
谷
追
落
事
」）（
７
）

と
、
侍
大
将
と
し
て
見
え
、
敗
北
後
、
一
の
谷
の
平
家
軍
に
合
流
し
た
と
あ
る
同
人
は
、

以
降
の
動
静
は
不
明
で
あ
る
が
、
呼
称
か
ら
す
る
と
、
平
姓
で
、
内
舎
人
、
兵
衛
尉
を

官
途
と
し
て
ゐ
る
事
に
な
る
。
高
橋
秀
樹
氏
が
指
摘
す
る
が
（
８
）、『
吉
記
』
養
和
元

年
九
月
十
日
条
に
、

　
　

去
六
日
以
兵
衛
尉
清
家
為
大
将
軍
、
指
遣
官
軍
於
加
賀
境
、
令
合
戦
之
間

と
、
越
前
の
反
徒
討
伐
記
事
に
見
え
る
人
物
で
あ
る
。
官
途
は
『
壬
生
文
書
』「
東
寺

損
色
検
注
帳
」（
治
承
三
年
六
月
）（
９
）
に
、

　
　

北
面
築
垣
二
町

　
　
　

七
本
造
築
之

　
　
　

残
三
十
三
本
已
無
其
勤
之

　
　
　
　

件
築
垣
平
清
家
雖
申
請
兵
衛
功
、
令
修
築
七
本
、
雖
未
遂
其
功
、
即
拝
任
了

と
あ
り
、
治
承
三
年
六
月
以
前
に
、
成
功
で
兵
衛
尉
に
補
せ
ら
れ
た
事
が
分
か
る
。
或

は
そ
れ
は
、『
大
間
成
文
抄
』
八
「
功
」「
注
功
例
」（
10
）
の
、

　
　

安
元
々
秋　

左
兵
衛
少
尉
師
澄　
無
成
文

　
　
　
　
　
　
　

同
清
家　
無
成
文

と
あ
る
事
か
ら
す
る
と
、
安
元
元
年
（
一
一
七
五
）
の
補
任
か
。
更
に
古
筆
学
研
究
所

編
『
過
眼
墨
宝
撰
集　

四
』
に
、古
筆
極
と
し
て
「
平
清
邦
書
状
」
と
あ
る
、「
□
法
之
記
」

紙
背
文
書
に
、

　
　
　

御
菓
子
如
員
給
□

　
　
　

凡
面
目
か
き
り
な
き

　
　
　

事
候
不
可
申
尽

　
　
　

者
也　

恐
々
謹
言

　
　
　
　
　

正
月
十
六
日
左
兵
衛
尉
平
清
□

　
　

衆
徒
御
中

の
「
左
兵
衛
尉
平
清
□
に
も
、
一
応
、
留
意
す
べ
き
で
あ
ら
う
。

三
、
津
入
道
盛
信

　

先
の
平
家
納
経
の
署
名
者
盛
信
の
伝
記
に
つ
い
て
は
、
角
田
文
衛
氏
の
考
証
が
あ

り（
11
）、『
古
事
談
』
四
「
平
治
合
戦
義
朝
称
信
親
共
侍
事
」
に
平
治
の
乱
の
際
、
藤
原

信
親
を
護
送
し
た
平
家
郎
党
の
四
人
の
一
人
の
、

　
　
津
入
道

　
　

平
次
郎
馬
允
盛
信
（
12
）

と
あ
る
人
物
で
、
脇
書
は
後
補
の
可
能
性
が
あ
る
が
（
13
）、
傍
線
の
「
津
」
は
摂
津
守

の
称
で
、
仁
安
元
年
（
一
一
六
六
）
十
月
に
摂
津
守
在
任
が
確
認
出
来
（
14
）、『
平
家
』

に
摂
津
判
官
盛
澄
と
あ
る
人
物
が
そ
の
子
で
あ
る
と
考
証
す
る
。
盛
信
の
官
途
を
辿
れ

ば
、
右
馬
允
補
任
は
、『
本
朝
世
紀
』
久
安
四
年
正
月
二
十
八
日
条
の
、

　
　
（
右
馬
少
允
）
平
盛
宣
〔
暲
子
内
親
王
去
年
給
剰
闕
〕（
新
訂
増
補
国
史
大
系
）

に
確
認
出
来
、
次
い
で
左
衛
門
尉
、
摂
津
守
の
官
途
が
確
認
出
来
る
が
、
そ
の
補
任
時

期
は
、
先
の
『
除
目
旧
例
』「
侍
募
成
功
任
受
領
例
」
に
、

　
　

平
盛
信
六
波
羅
入
道
太
政
大
臣
家
人

　
　
　

永
万
元
年
三
月
廾
八
日
摂
津
守
〔
元
左
衛
門
尉
、
成
功
〕

と
あ
り
、
永
万
元
年
（
一
一
六
五
）
で
あ
つ
た
事
が
分
か
る
。

　

そ
の
後
は
書
陵
部
蔵
柳
原
本
『
山
丞
記
』・『
吉
記
』・『
参
軍
要
略
抄
』
下
（
15
）
の
安

元
二
年
（
一
一
七
六
）
四
月
二
十
七
日
条
に
、
後
白
河
院
叡
山
御
幸
に
随
従
し
た
上
童
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と
し
て
盛
信
子
が
見
え
る
が
、

　
　

一
人　

盛
信
法
師
子　

一
人
散
位
盛
康
子
（『
山
丞
記
』）

ま
た
、

　
　

六
郎
〔
盛
信
入
道
子
〕　

文
殊
〔
盛
康
子
〕（『
参
軍
要
略
抄
』）

と
あ
り
、

　
　
故
盛
信
男
一
人
（『
吉
記
』）

と
あ
る
か
ら
、安
元
二
年
以
前
に
物
故
し
、そ
れ
以
前
に
出
家
し
て
ゐ
た
事
に
な
る
（
16
）。

　

問
題
は
角
田
氏
が
平
家
家
人
の
主
馬
判
官
盛
国
と
盛
信
を
兄
弟
と
し
た
事
で
、
こ
れ

を
踏
襲
す
る
文
献
が
あ
る
が
、
現
在
、
何
ら
徴
証
が
無
い
。
天
仁
元
年
正
月
、
源
義
親

追
討
の
賞
と
し
て
、

以
因
幡
守
正
盛
遷
任
但
馬
守
、
并
以
男
盛
康
任
右
衛
門
尉
、
以
平
盛
良
任
左
兵
衛

尉
、
是
追
討
悪
人
義
親
之
賞
也
（『
中
右
記
』
天
仁
元
年
正
月
二
十
四
日
条
）（
17
）

と
あ
る
が
、
盛
康
・
盛
良
は
正
盛
の
実
子
で
は
な
く
、『
尊
卑
』・『
中
条
文
書
』
所
収

「
桓
武
平
氏
庶
流
系
図
」（
紙
焼
写
真
）
か
ら
す
る
と
、
伊
勢
平
氏
の
他
流
で
あ
る
。
擬

制
的
な
関
係
で
あ
つ
た
と
考
へ
ら
れ
る
が
、
そ
の
他
に
も
、
平
安
後
期
以
来
、
盛
を
実

名
の
上
に
置
く
平
氏
は
多
い
（
18
）。
目
下
、
盛
信
の
系
譜
は
不
明
と
す
べ
き
で
あ
る
。

　
　
木
工
助　
　
　
　
　
　
　
　

正
度
為
子

　
　
大
夫
尉　
　
　
　
　
　
　
　

従
五
上　
　
　
　
　
　　

従
五
下

　
　
下
総
守
正
五
上　
　
　
　
　

相
模
権
守　
　
　
　

使　
右
衛
門
尉

　

季
衡

季
継

盛
良

　
　
永
保
元
卒
六
十
才

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

盛
重

　
　
　
　
　
　
　
　
　
帯
刀
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
左
京
進　
　
　
　

右
兵
衛
尉

　
　
　
　
　
　
　
　

盛
光

盛
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
従
五
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
使　
左
衛
門
尉　

 

使　
右
門
尉　

　
　
　
　
　
　
　
　

盛
国

盛
康

盛
範

　

（
正
衡
）

（
正
盛
）

　

そ
の
子
、
盛
澄
の
経
歴
も
補
な
ふ
と
、
仁
安
元
年
八
月
に
は
左
衛
門
尉
（
19
）
と
見
え
、

同
三
年
十
二
月
に
検
非
違
使
の
宣
旨
を
承
け
（
20
）、
先
の
後
白
河
院
の
叡
山
御
幸
の
折

に
は
六
位
の
廷
尉
と
見
え
る
（
21
）。

四
、
弥
平
兵
衛
宗
清
の
官
途　

　

覚
一
本
『
平
家
』
巻
十
「
三
日
平
氏
」
に
、池
大
納
言
頼
盛
の
関
東
下
向
が
あ
る
が
、

　
　

弥
平ヘ
イ

兵
衛
宗
清
と
い
ふ
侍
あ
り
、
相
伝
専セ

ン

一
の
者
な
り
け
る
か
（
高
野
本
）（
22
）

と
、
頼
盛
随
一
の
郎
等
平
宗
清
の
同
道
辞
退
が
語
ら
れ
る
。
延
慶
本
・
長
門
本
・『
源

平
盛
衰
記
』・
南
都
異
本
・
屋
代
本
（
23
）
で
は
、「
弥
平
左
衛
□（
門
）□
宗
清
」（
延
慶
本
五
末
「
池

大
納
言
関
東
ヘ
下
給
事
」）
と
左
衛
門
尉
と
あ
り
、呼
称
が
異
な
る
。
頼
盛
の
都
落
で
も
、

覚
一
本
・
四
部
合
戦
状
本
・『
源
平
盛
衰
記
』・
南
都
本
で
は
弥
平
兵
衛
宗
清
と
あ
る
が
、

延
慶
本
・
長
門
本
で
は
弥
平
左
衛
門
尉
宗
清
と
し
て
、
必
ず
し
も
統
一
さ
れ
て
ゐ
な
い
。

　
『
吾
妻
鏡
』
元
暦
元
年
六
月
一
日
条
の
頼
盛
関
東
下
着
記
事
に
は
、

　
　

弥
平
左
衛
門
尉
宗
清
〔
左
衛
門
尉
季
宗
男
〕

と
見
え
、『
吉
記
』安
元
二
年
四
月
二
十
七
日
条
に
も
、北
面
と
し
て「
左
衛
門
尉
平
宗
清
」

が
見
え
る
か
ら
（
24
）、
極
官
の
左
衛
門
尉
が
歴
史
的
に
正
し
い
呼
称
で
あ
る
（
25
）。

　

そ
の
官
途
を
遡
る
と
、『
兵
範
記
』
仁
安
三
年
七
月
三
日
条
の
小
除
目
に
、

　
　
（
左
衛
門
）
権
少
尉
平
宗
清
元
右
（
陽
明
叢
書
『
人
車
記
』）

と
右
衛
門
尉
か
ら
左
に
転
じ
て
ゐ
る
が
、『
山
槐
記
除
目
部
類
』
に
、
仁
安
元
年
十
月

十
日
の
立
太
子
除
目
で
、

　
　
（
右
衛
門
）
少
尉
正
六
位
上
平
朝
臣
宗
清

と
、
右
衛
門
尉
に
昇
つ
た
事
が
分
か
る
。
後
掲
『
平
治
物
語
』
に
見
え
る
兵
衛
尉
は
そ

れ
以
前
の
平
治
二
年
の
官
に
基
づ
く
事
に
な
り
、『
愚
管
抄
』
巻
五
「
安
徳
」
の
、

正
月
ニ
永
暦
ト
改
元
ア
リ
ケ
ル
二
月
九
日
、
頼
盛
ガ
郎
等
ニ
右
兵
衛
尉
平
宗
清
ト

云
者
有
ケ
ル
ガ
、
求
メ
出
シ
テ
マ
イ
ラ
セ
タ
リ
ケ
ル
（
文
明
本
）（
26
）

も
、
当
時
の
官
に
拠
る
事
に
な
る
が
、
厳
密
に
言
つ
て
後
世
の
文
献
で
あ
り
、
当
時
の
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官
の
徴
証
と
は
な
ら
な
い
惧
れ
が
あ
る
。
然
る
に
清
盛
郎
等
の
前
掲
の
盛
国
は
『
大
間

成
文
抄
』七「
所
々
奏
」「
伊
勢
豊
受
大
神
宮
遷
宮
事
所
奏
文
」（
久
寿
元
年
十
二
月
）に
、

兵
衛
尉
補
任
を
願
ふ
が
、
そ
こ
に
、

　
　

就
中
如
平
宗
清
者
、
内
宮
遷
宮
之
時
、
進
納
六
千
疋
、
拝
任
最
前
之
欠

と
あ
る
か
ら
、
久
寿
元
年
十
二
月
以
前
に
、
宗
清
が
成
功
で
兵
衛
尉
に
任
じ
ら
れ
た
事

が
分
か
る
。

　
『
平
家
』
で
「
弥
平
兵
衛
」
が
依
然
、
通
用
す
る
の
は
、

同
二
月
九
日
、
義よ

し

朝と
も

か
三
男な
ん

前さ
き
の
う右
兵ひ
や
う
へ
の
す
け

衛
佐
頼よ
り

朝と
も

、
尾お

張ハ
り
の
か
ミ守
頼よ
り

盛も
り

か
郎ら
う
ど
う等
弥や

平へ
い

兵び
や
う

衛へ
の

〔
尉せ

う

〕
宗む

ね

清き
よ

か
た
め
に
生い

け

捕と
ら

れ
て
六
波は

羅ら

へ
参
る
（
九
条
本
巻
中
）（
27
）

や
、

抑
流
人
申
兵
衛
佐
殿
、
御
年
十
三
、
永
暦
元
年
正
月
、
平
家
侍
弥
平
兵
衛
宗
清
、

東
海
道
内
野
上
与
垂
氷
間
、
被
下
ツ
ヽ
生
執
（
妙
本
寺
本
『
曾
我
物
語
』
巻
二
）（
28
）

ま
た
、
下
つ
て
は
、

弥
平
兵
衛
宗
清
ハ
、み
の
ゝ
国
た
る
ゐ
を
た
ま
ハ
り
、居
益
川
原
を
と
ほ
る
と
て
、、

頼
朝
に
参
合
（
舞
の
本
『
伊
吹
』）（
29
）

と
あ
る
様
に
、
頼
朝
捕
縛
時
の
通
称
が
有
名
で
あ
つ
た
も
の
か
。『
四
部
合
戦
状
本
平

家
物
語
全
釈　

巻
十
』「
頼
盛
関
東
下
向
」（
30
）
に
、「
兵
衛
尉
」
が
『
平
家
』
の
古
態

で
あ
つ
た
と
す
る
が
、
そ
の
逆
の
可
能
性
も
考
慮
さ
れ
よ
う
。
猶
、『
尊
卑
』
の
鷲
尾

維
綱
女
子
に
「
柘
植
弥
平
二
郎
左
衛
門
尉
宗
清
妾
」
と
あ
る
が
（「
坂
東
諸
流
綱
要
」

に
は
「
弥
平
左
門
尉
宗
清
妾
」）、
名
字
、
仮
名
は
、
目
下
未
詳
と
す
べ
き
で
あ
ら
う
。

注（
１
）　

奈
良
帝
室
博
物
館
編
『
平
家
納
経
図
録
』（
昭
和
十
五
年
五
月
）
に
拠
る
。

（
２
）　

小
林
市
太
郎
氏
『
大
和
絵
史
論
』
第
二
編
「
平
家
納
経
考
証
」（
昭
和
二
十
一

年
十
一
月
）

（
３
）　

陽
明
叢
書
『
人
車
記
』
に
よ
る
。

（
４
）　
「
右
兵
衛
尉
平
朝
臣
重
康
は
い
た
―
の
出
現　

―
」（『
水
茎
』
六
、
平
成
元
年

三
月
）

（
５
）　

野
坂
元
良
氏
編『
厳
島
信
仰
事
典
』「
平
家
納
経
」（
平
成
十
四
年
十
一
月
）。
猶
、

小
松
茂
美
氏
『
国
宝　

平
家
納
経　

全
三
十
三
巻
の
美
と
謎
』
の
「
平
家
納
経
」

結
縁
交
名
（
推
定
）
一
覧
」（
平
成
二
十
四
年
一
月
）
で
も
同
旨
。

（
６
）　

姓
と
片
諱
の
一
致
で
あ
る
が
、『
除
目
旧
例
』「
侍
募
成
功
任
受
領
例
」
に
、
同

じ
清
盛
家
人
に
、

　
　
　

平
信
康
同
家
人

　
　
　
　

養
和
元
年
十
一
月
廾
八
日
任
筑
後
守 

元
前
木
工
允
進

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

院
御
祈
用
途
功

　
　

が
を
り
、『
後
白
河
院
北
面
歴
名
』「
従
五
位
下
」
に
も
、「
平
信
康
〔
前
筑
後
守
〕」

と
あ
る
。

（
７
）　

汲
古
書
院
刊
影
印
。
四
部
合
戦
状
本
（
汲
古
書
院
刊
影
印
）・『
吾
妻
鏡
』
元
暦

元
年
二
月
五
日
条
（
新
訂
増
補
国
史
大
系
）
は
〔　
〕
に
「
尉
」
が
入
る
。

（
８
）　
『
新
訂　

吉
記　

索
引
・
解
題
編
』（
平
成
二
十
年
五
月
）

（
９
）　
『
平
安
遺
文
』
三
八
七
九

（
10
）　

吉
田
早
苗
氏
校
訂
本
に
よ
る
。

（
11
）　
『
平
家
後
抄
』
第
二
章
「
生
虜
の
侍
た
ち
」・
第
三
章
「
平
家
の
侍
大
将
」（
昭
和 

五
十
三
年
九
月
）

（
12
）　

内
閣
文
庫
本
蔵
紅
葉
山
文
庫
本
に
よ
る
。
内
閣
文
庫
林
家
本
・
京
都
市
歴
史
資

料
館
本
・
山
内
文
庫
二
冊
本
・
祐
徳
稲
荷
神
社
中
川
文
庫
一
冊
・
同
二
冊
本
）
同

（
以
上
・
電
子
公
開
）
新
訂
増
補
国
史
大
系
は
傍
線
を
「
澤
」
と
す
る
。

（
13
）　

名
古
屋
大
学
図
書
館
本
・
大
和
文
華
館
本
の
様
に
脇
書
が
な
い
伝
本
が
あ
る
。

以
上
の
『
古
事
談
』
諸
本
は
電
子
公
開
に
よ
る
。

（
14
）　
『
兵
範
記
』
仁
安
元
年
十
月
十
日
条
（
史
料
大
成
）。

（
15
）　

書
陵
部
の
電
子
公
開
に
拠
る
。

（
16
）　
『
徳
禅
寺
文
書
』「
沙
弥
盛
信
私
領
相
博
状
案
」（
仁
安
三
年
十
一
月
）
で
、
自

領
の
若
狭
遠
敷
郡
名
田
と
、
伊
予
内
侍
領
の
摂
津
国
野
間
庄
を
相
博
し
た
「
盛
信
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入
道
」
が
同
人
と
す
れ
ば
、出
家
は
仁
安
三
年
十
一
月
以
前
の
出
家
と
な
る
。『
平

安
遺
文
』
三
四
八
一
に
拠
る
。

（
17
）　

増
補
史
料
大
成
に
よ
る
。
盛
康
の
補
任
は
『
大
間
成
文
抄
』
八
「
賞
」
に
も
見

え
る
。
叙
爵
は
保
延
三
年
正
月
（『
中
右
記
』、『
実
能
記
』
同
五
日
条
）。
盛
光
は

『
本
朝
世
紀
』
康
和
五
年
十
二
月
二
十
九
日
条
に
見
え
る
人
物
。

（
18
）　

例
へ
ば
系
譜
不
詳
で
は
あ
る
が
、

イ
、
滝
口
の
平
盛
正
（『
大
府
記
』
応
徳
三
年
十
二
月
八
日
条
）。
内
閣
文
庫
蔵
写

本
に
よ
る
。

ロ
、
式
部
大
丞
の
平
盛
房
（『
本
朝
世
紀
』
康
和
元
年
正
月
二
十
三
日
条
）。

ハ
、
右
馬
□
平
盛
忠
（『
中
右
記
』
康
和
五
年
四
月
八
日
条
）。

ニ
、
従
五
位
下
の
平
盛
清
（『
中
右
記
』
大
治
四
年
正
月
六
日
条
）。

ホ
、
右
馬
少
允
平
盛
経
（『
本
朝
世
紀
』
康
治
元
年
正
月
二
十
三
日
条
）。

ヘ
、「
内
舎
人
」（『
本
朝
世
紀
』康
治
二
年
十
二
月
十
五
日
条
）、「
従
五
位
下
」（『
山

槐
記
』
久
寿
二
年
十
二
月
二
十
日
条
）
の
平
盛
遠
が
を
り
、延
慶
本
『
平
家
』

一
末
「
多
田
蔵
人
行
綱
中
言
ノ
事
」
で
、
主
馬
判
官
盛
国
の
父
と
さ
れ
る
平

権
守
盛
遠
と
の
関
係
が
注
目
さ
れ
る
。

ト
、
滝
口
の
平
盛
行
（『
兵
範
記
』
仁
安
三
年
二
月
十
五
日
条
）。

チ
、
滝
口
（『
兵
範
記
』
仁
安
三
年
二
月
二
十
八
日
条
）、
内
舎
人
（『
同
』
四
年

正
月
十
一
日
条
）
の
平
盛
仲
。

リ
、
内
舎
人
平
盛
貞
（
員
）（『
吉
記
』
仁
安
三
年
八
月
十
二
日
条
・『
玉
葉
』
安

元
二
年
正
月
三
十
日
条
・『
大
間
成
文
抄
』
七
「
藤
原
兼
光
奏
状
」〔
安
元
二

年
正
月
二
十
七
日
条
〕）。

ヌ
、
従
五
位
下
の
平
盛
成
（『
兵
範
記
』
仁
安
三
年
十
一
月
二
十
日
条
）。

ル
、
左
衛
門
尉
の
平
盛
永
（『
兵
範
記
』・『
山
槐
記
除
目
部
類
』
仁
安
三
年
十
二

月
十
三
日
条
）。『
山
槐
記
除
目
部
類
』
は
増
補
史
料
大
成
。

ヲ
、
右
京
少
進
平
盛
光
（『
兵
範
記
』
仁
安
四
年
正
月
十
一
日
条
）。

ワ
、
右
馬
少
允
の
平
盛
広
（『
玉
葉
』
安
元
元
年
十
二
月
八
日
条
）。

カ
、
内
舎
人
補
任
を
申
請
し
た
平
盛
尚
（『
大
間
成
文
抄
』
六
「
平
盛
尚
申
状
」〔
治

承
元
年
十
一
月
〕）。

ヨ
、
内
舎
人
補
任
を
申
請
し
た
平
盛
季
（『
大
間
成
文
抄
』
六
「
平
盛
季
申
状
」〔
治

承
三
年
十
月
〕）。

タ
、
八
条
二
位
時
子
侍
の
平
盛
時
（『
吉
記
』
養
和
元
年
十
一
月
五
日
条
）。

レ
、
右
兵
衛
尉
平
盛
茂
（『
吉
記
』
養
和
元
年
十
一
月
二
十
八
日
条
）。

　

を
指
摘
出
来
る
。

（
19
）　
『
宮
寺
縁
事
抄
』「
放
生
会　

四
」。
大
日
本
古
文
書
『
石
清
水
文
書
』
に
よ
る
。

（
20
）　
『
兵
範
記
』
仁
安
三
年
十
二
月
十
三
日
条
（
陽
明
叢
書
『
人
車
記
』）。

（
21
）　
『
山
丞
記
』
安
元
二
年
四
月
二
十
七
日
条
。

（
22
）　

笠
間
書
院
の
影
印
に
よ
る
。

（
23
）　

長
門
本
は
岡
山
大
学
本
（
福
武
書
店
の
翻
刻
）、『
源
平
盛
衰
記
』
は
勉
誠
社
刊

の
慶
長
古
活
字
本
、
南
都
異
本
（
及
び
南
都
本
）
は
汲
古
書
院
、
屋
代
本
は
貴
重

古
典
籍
影
印
叢
刊
の
影
印
に
よ
る
。

（
24
）　

宗
清
は
後
白
河
院
よ
り
伊
賀
国
藤
井
庄
を
給
与
さ
れ
た
と
あ
る
（『
東
大
寺
文

書
』「
源
俊
通
書
状
」〔
治
承
二
年
六
月
、『
平
安
遺
文
』
三
八
三
四
〕）。

（
25
）　
『
諸
家
系
図
纂
』「
坂
東
諸
流
綱
要
」の
宗
清
脇
書
に
、「
弥
平
左
門
尉
」と
あ
る（
内

閣
本
の
電
子
公
開
）。
以
下
、「
坂
東
諸
流
綱
要
」
と
す
る
。

（
26
）　

新
訂
増
補
国
史
大
系
に
よ
る
。
日
本
古
典
文
学
大
系
の
島
原
本
も
同
。

（
27
）　

日
本
古
典
文
学
影
印
叢
刊
に
よ
る
。
島
原
本
同
（
電
子
公
開
）。
陽
明
本
は
〔　
〕

な
し
（
陽
明
叢
書
）。

（
28
）　

勉
誠
社
刊
『
真
名
本
曽
我
物
語
』
に
拠
る
。

（
29
）　

幸
若
小
八
郎
本（『
幸
若
小
八
郎
本
幸
若
舞
曲
』）に
拠
る
。
同
じ
く『
鎌
田
』や
、

国
会
図
書
館
蔵
『
し
み
づ
物
語
』（『
室
町
時
代
物
語
大
成
』
七
）
に
も
見
え
る
。

（
30
）　

同
書
三
四
一
頁
（
令
和
四
年
十
月
）。
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